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本論文は,序章,第 1 章～第 7 章,終章で構成されたもので,総頁数は,186 ページに及ぶ大作となって
いる.2 部構成を採用しており,第Ⅰ部先行研究の検討と本研究の枠組として,第 1 章と第 2 章を含み,




































第 4 章 中核機関の機能整備の観点からみた「市民後見推進」の位置づけでは,中核機関を整備し











第 5 章 都道府県主導による「市民後見推進」の広域実施では,静岡県の取組を調査対象とし,管内
の市町村に対し,市民後見実施機関の広域設置という方針を積極的に示すことで市町村の市民後見推
進の取組を支援していることから,「都道府県主導モデル（静岡モデル）」とした.
第 6 章 新潟県下の市町村の取組に対する推進モデルの応用では,新潟県下の先進的なセンターで
ある新潟市成年後見支援センター,佐渡市成年後見センター,阿賀町成年後見センターの取組を調査





























2020 年 4 月 9 日の福祉社会開発研究科社会福祉学専攻会議において,平野隆之,末盛慶,原田正樹の
3 名が審査委員に選出された.博士学位授与第 1 次審査において同年 5 月 27 日の口頭試問（第 2 回）
後に 3 名で協議した結果,合格の判定に至った.6 月 11 日の同専攻会議において第 1 次審査の合格を
決定した.6 月 20 日の博士論文学位請求予定論文の公開発表会を経て,7 月 9 日の専攻会議において,
博士学位授与審査の本審査の受理を確認し,学位授与審査委員会が設置された.これまでの平野,末盛,
原田の 3 名の審査委員が継続するとともに,学外審査委員を上山泰新潟大学教授に依頼することを決
定した.7 月 29 日に審査委員会による論文審査と口述諮問が実施された.終了後に審査委員会は,学外
審査委員による結果に不合格の評価でない限りにおいて,合格との仮の判断を行った.8 月 20 日に,学
外審査委員からの「合格」の審査報告書の内容を確認することを経て,審査委員会は最終的に「合格」
の判断を行った.












































 もう１つは,社会福祉研究への貢献については,先行研究において,社会福祉研究を基礎づける 3 つ
の要素（①成年後見制度の利用促進としての福祉行政,➁地域福祉を視野に入れた「市民後見推進」，
③意思決定支援の可能性からの「市民後見推進」の評価）から検討を行ってかなり補強したものの,
どのような学術的な貢献があるかについては,結論的に述べ切れていない点を反省点として触れた.
審査委員からは,時間が限られたなかで修正に努力されたこと,実践的に意義ある論文であること,
大沢氏の法学研究へのフィードバックも含めて期待していることなどが述べられた.
 なお,大沢氏の英語力の審査を行った.本人から提出されていた本論文の英語要旨の中からランダ
ムに複数のパラグラフをとりあげ,読み上げと日本語訳を指示したところ,適切な返答がなされたこ
とを確認した.
 学外審査委員の上山泰新潟大学教授からの審査報告書において,「合格」の判定を得ていることを
記しておく.なお,その内容については,評価点や課題の関連部分で引用しておいた.引用できなった点
で注目すべき評価として,「市民後見の推進要素に係わる動態的分析については,市民後見に関する法
社会学的研究の乏しさを補うという意味において,法学的にも価値を持つものと評価できる」との記
述を最後に記しておきたい.
４．結論
本審査委員会は,学位申請者（大沢理尋）は,日本福祉大学学位規則第 12 条により,博士学位（社会
福祉学）を受けるにふさわしいものと判断し,合格と判定する.
以上
